
















































であろう。然し、赤子の笑も決して単なる個人心理的生理的な上機嫌という原因だけで起るのではなくして、それは母親などとの社会的人間関係における充全 相互作用を媒介にし、そうした場における快適感や愛着感の表現、あるいは交換を次第に学習 ていくことと並行して発達していくのである。つまり、上機嫌や嬉しきの表現としての赤子の位一八も既に人 人との社会的人間関係のうちに生れ のであり、
そしてそれだけの社会的意味をもっているのであ
る。また、こうした快適な上機嫌や嬉しさの表現と の笑は、その程度や性質において相異はあっても、大人においても多少はみられるのであり、従ってそうした笑は人間一般に広くみられる普遍的な現象であると言えよう。それにしても、繰り返して言えば、そうした笑の意味も人と人 の社会関係という場をぬきにしては十分に理解することが出来な のである。次に、われわれは笑を社会と個人との関係という場のうちに捉え、
しかもそうした関係を社会の個人にたいする関
係、あるいは社会から個人に向う方向と個人 にた する関係、あるいは個人から社会に向う方向とに分け、それらの路線上にある何つかの笑を順次に分類し 分析 ていくことにしよう。先ず社会の個人 たいする関係や社会から個人に向う方向のうちに見出される笑から見ていこう。社会から個人に向う方向のうちにみられる笑としては、矢張り第三節で吟味したベルグソン 理論におけるような、 の個人にたいする一種の社会統制の機能をい なむも としての笑が先ず挙げられねばならないで ろう。第二節で既に述べておいたように、元来いかなる社会も、そ 所麗成員がそ 社会の価値規範や行為様式や文化様式を学習によって内面
つまり社会化するように、その成員に誘導や拘束、あるいは統制をくわえるものなので
化し、それに同化適応する、ある。そして、笑は、道徳や法律 どと並んで、そ 程度や性質においては時や所によっていろいろの相異はあるが矢張り一種のそうした社会統制の機能をい な る である。つまり、個 が社会の価値規範や行為様式から逸
脱したり、社会的不適応をしめしたりする場合において、笑は、社会がそうした個人を再び社会に同化適応せしめるための二種の矯正や制裁や懲罰の手段として働くのである。われわれはこの種の笑をここでは社会統制としての笑、あるいは社会統制の笑と呼ぶことに よう。或はまた、社会の普遍的な価値規範からの逸脱や道理にはずれたことなどが普通「可突しいこと」 され、そうしたこ をする人が「可笑しな人」などと言われたりするのであるから、そうした場合の笑を、先程 「うれしさの笑い」にたい 、
「おかしさの笑い」と呼ぶことも一応許されるであろう。
次に、第一節で吟味したホップスの理論にみられるような、誇りや優越感や権力欲の表現としての笑について考えることにしよう。然しながら、この笑は、こ も既 第二節でベルグソンの理論を吟味した際に述べたように、先の社会統制 しての笑と決 て無縁ではないのである。すなわち、繰り返して言えば、社会の普遍的な価値規範や行為










うな社会や時代においては、そうした笑の客観面と主観面も未分化のままで一つのものに融合してあらわれるのであるが、社会と個人とが次第に対自的に分化対立してくるに従って、それらの二面も次第に分離するようになってくるのである。そして、そうした分離過程において、個人がなお比較的社会に包摂圧倒されていて、個人の自覚が相対的に不充分な段階においては、特定個人の逸脱行為や背反行為をみて笑うとしても、その笑は、ある場合には、主観的には成程優越感を表現 いるにはしても‘それが個人の明確な自覚や責任にもとづかなくて、寧ろ主として直接に伝統的な社会統制力の権威や威圧を借りたもの 止まるであろう。こうした場合における優越感 表現とし 笑は、だから、 お多分に社会統制の機能をいとなむ であり、従ってそれは社会から個人 向う方向 あるいは社会の個人にたいする関係のうちにあるものと言わねばならないであろう。また、他の場合 は、特定個人の逸脱行為や背反行為を笑うとしても、その笑は、客観的には成程社会的統制力の権威を間接的に背後に ちなが も、寧ろ主として個人的な攻撃欲や優越欲や権力欲など 満足 向っ ものととしての笑は、 お間接的に社会統制 機能をい なむものである限り は、社会から個人 向う方向、あるいは社会の個人にたいする関係のうちにあ と云わねば らない ろうが、然 直接には個人 との社会関係の場における優劣、ある は上下の関係を主軸としているわけである。ベルグソンの笑の理論が社会の たいする関係と う場における社会統制ということ 中心 する た し、ホップス 笑の理論はこ した社会関係 越感の表現ということ 基礎をおくものであるこ についても、既 第一節と第二節で注意した通りである。そして、こうした社会関係の場における優越感の表現ゃあ い 優越欲や権力欲の満足 しての笑が、近代の資本主義的市民 、競争や闘争を原理 する 経済的生産関係 政治的権力関係をはじめ、そ 他さまざまの生活領域において、疑いもなく大きな領域をしめていることについ も、既に第一節 指摘したところである。
次に、自明的、
あるいは自怠的な笑について述べることにしよう。然しこの笑はいまの優越感の表現としての笑と
密接な関係をもっているのである。例えば、ホップスにおいては、笑は、われわれが他人や自己の行動のうちに何か不恰好なものや欠陥や過失を認めることにより そうした他人や自己に対して突然に優越や誇りを感じ、優越感や権力欲の充足を感ずる時に起るのであった。そして、自己が自分をそうした笑の対象にする場合には、言うまでもなく、自己が観る自己と観られる自己とに分化対立し、現在の観る自己が過去 現在などにおけ 観られる自己の失敗や劣位に対して、多くの場合には何程かの蓋恥や恥辱と結びついた、
いわゆる苦笑や自明などが起ることになるわけであ
る。つまり、他者にたいして優越や優位を主張し、他者にたいする優越感や優越欲の満足を求めている人聞が却って他者にたいして劣位に陥り、他者にたいして自己の劣位を認め、劣等感をいだかざるを得ない場合 は、そうした劣位にある自己自身が笑われることになり、優越欲 基底にした自己卑下が生ずるわけであるが、そうした自己卑下や自己嫌悪によって 己自身に向けられた笑がここにいう白期的 あるいは自虐的な笑なの 。だから こうした自噺的、あるいは 虐的な笑は、自己の劣等感を隠蔽補償す という意味での 追従的な一種のテレかくしという意味をもっているわけである。そして ア
1ドラーなどの云うように、他人にすぐれようとする願望や力への欲求と劣
等感とがうまく平衡を保たなくなると異常心理が生れ、特に劣等感をもっ者ほど自閉的となり、協同感を十分に発達し得ない い ことになるの だから こうした自明的、あるいは自虐的な笑が嵩じてく と、ある場合に行為や生活の創造的主体であ 自己の力をも瑚笑す 媛小 否定主義と 、
シニシズムやニヒリズム風の笑が現
































マス・メディア、世論）のうちにあり 絶えず他人の期待や願望や信号 細心 注意を払い、それらに対して敏感な感受性をもち、そうした他人 好意や人気や是認に対する い要求をもち、そのために常 荏莫たる不安のうちに生き、他人からそうした好意や人気や是認が得 ない場合 は、強い孤独感や罪悪感を だく いたると ったことなどに求めているのである。こうした他人志向型の人間類 において典型的にみられるように、資本主義社会におい
一面において、社会的態度として、また多くの社会関係において、他人の顔色や願望や期待に引きず




















































個人の社会にたいする関係、あるいは個人から社会に向う方向のうちにある笑について考えてみることにしよう。元来、社会と個人との関係は、社会や個人の未発展未発達の段階においては、個人が社会に包摂圧倒されているのであるが、しかし個人の白覚や自由が発達する程、個 は逆に社会に対立対抗し、社会を分析批判し、改革創造していくようになるのであって、両者の関係は原理 には相互に作り作られ、働き働きかけられると う関係なのである。従って、笑についても、既に第二節でベ グソン 理論を吟味した際に指摘しておいたように、社会から個人への方向における笑と同時に それとは別途 方向や次元の笑としての、個人から社会への方向における笑、あるいは個人から社会へ向けられた笑が考えられねばならないのである。こうした領域における笑としては先ず次のような種類のものを挙げることができるであろう。
つまり、既に第三節
で述べておいたよう 、社会の既成的な価値規範や文化様式や制度体制などが穣刺とした進歩発展を忘 て、凝固停滞し、固有の意義や価値を失ってしまって、逆に 間 生命や行動の発展を妨害阻止するようにな ている場合 し
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それ等を改善改革しようとするであろう。例えば、これも前に述べたことであるが、モリエールの喜劇やチャップリンの喜劇映画などにみられる笑、あるいは寒山拾得にみら る笑などを考えてみたらよいと思う。こうした領域における笑は、先の社会から個人への方向における社会統制とか単な 優越感の表現 しての笑とは違って、何所までも個人の高い自覚、識見、理想、責任、勇気のもとになされるのであり、また強い正義感や社会愛や人類愛にもとづくものであることが注意さるべきであろう。又こうした場合の笑は一般には そうした高い理想や強い社会愛などと程かの悲哀、苦痛、苦悩 抗慨 悲憤 義憤などの入り交った、しかしそれだけ真撃高潔な笑となるであろう。このようなわけで、個人は 強い正義感 真理愛、社会愛 人類愛などにもと守ついて、社会の文化や制度、ある は自己や他人の欠陥や失敗を皮肉り、風刺し、明笑することによって、それ等を改善改革していこうとする真塾高潔な笑をも笑いうる筈である。こうした種類の笑 今ここでは一応真理愛、 いは社会愛にもとづく笑と呼ぶ にしておこう。また或いは、少し突飛なようではあるが 曽ってプラトンが真理の認識を求める哲学的衝動をエロス開
B
田と
呼んだことに倣って、エロスにもとづく笑と言ってもよい と ろで、ホップス 、第一節で述べたように、優越の表現としての笑は小心な人々の すことで って 大きな心をもった 々は自分 ただ最も有能な人と み比較するのであるから、他人の欠陥をみて得意になって笑うということはし いという であるが、然し大き 心 もった人々はそれだけに、今述べたような、真理愛、
エロスにもとづく真塾高潔な笑を笑いうる答なのであ
社会愛、






的な低級な笑であり、知的人物の笑は例の優越欲や権力欲から来る利己的な笑であるのに対し、理性的人物は、たとど笑うことなし」 「最も賢明なるものは常に微笑す」、い知性や悟性によって他人の欠陥や失敗や劣等性を認めても 他方に人生や社会にたいする深い理解や智慧から生ずる広くて温かい同情や愛情があるので、それを噺笑愚弄することができず、従ってそうした低級な笑はしないわけである。然し、そうした最も賢明なる人々には一種独特の微笑、すなわち、云わば慈悲の微笑や解脱の微 がみられるわけであ 。そうした人達は、個人としては、人生や社会にたい 深い理解や智慧を獲得しているため 、他人の欠陥や失敗や劣位性などをも温かい同 や愛情をもって寛容し、そうした他人をなお自己と共に広く一味同等と感ずることのできるような深い心術を持っているのであり 従って 人達 は、他人 ただ屈辱を与えて満足するような、例の優越欲や権力欲から来る利己的な笑とは違って、寧ろ無力劣等な人々 も高い慈悲や諦念や解脱 立場から広く慰撫寛容し、鼓舞激励し、自然や人生や社会における邪気のない謙虚な浄福感 現わしているといっ ような、敬農高遭 笑となるのであろう。こうした領域における笑をいま仮りに人生愛にもとづく笑と呼んでおくことにしよう。また或いは、先のエロスに基づく笑に対し 、キリスト教 おけ 愛を意味する言葉アガペー〉官官に倣って、アガペーに基づく 言ってもよ であろ 。こうした種類 とし は、わが国 おける多 の仏像 特に中宮寺や広隆寺の仏像にみられる口辺にたたえられて る深みの がそれを示し いると思 。
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先ず第一に、日本の社会においては、社会統制、あるいは社会化の機能としての笑が広汎な支配力をもっていると思われるのであるが、その点から見ていくことにしよう。もちろん、社会統制、あるいは社会化の機能をいとなむものとしての笑は、第三節においても、また第三節でも述べておいたように、一冗来いかな 社会にもみられる普遍的現象であるといってよいだろうが、然し日本の社会においてはそれが、西洋の社会と比較してみた場合、特に根強い広汎な支配力をもっているようにみえる である。元来、日本の社会は一般に狭小にして封鎖的な村落型の社会構造を基礎にしてきたものであるが、それだけに笑が広汎に社会統制の手段 し 作用してきたと言えるのである。
一般に狭小な封鎖的社会においては、外の社会との接
触交渉が少いために、外の社会からの別異なる文化様式や行為様式にふれることも少いのであり、叉その社会の内における各成員の接触交渉は全面的、共同的、熟知的な面接関係となり、更にはその生活が古くからの伝 的な仕来りや慣習に従うところから、その文化様式や行為様式は強い拘束力 統制力をもつ のとなり易 る。だから、そうした社会においては、個人が社会の文化様式や行為様式から逸脱し、それ 背反するということは比較的少いのであるが、然し若し個人が社会の文化様式や行為 から逸脱し それに背反する場合 、 の程度や内容に応じて、或は法律や道徳や慣習によってきびしく制裁さ たり 或はまた笑によっても非難排斥されたりする になのである。そして そうした場合 おける笑によ 非難排斥は、狭小な封鎖的社会におけ 全面的、共同的、熟知的な面接的関係におい は、叉個人の意識や自由の発達が低 場合には、極めて強い迫害圧迫となるのであ 。実際多くの人々が指摘して るように、特に未開 ど おいては、噺笑 広汎に社会統制 社会的矯正の手段 して用いられたのである。即ち、潮位一〈は劣等感や差恥心を惹き起し、不道徳な行為を妨止することができたのであり、従って強 社会的威圧の形式たり得たのである。ウィス一ブーによれば、特にアメリカ土人 は大抵の犯罪はただ
大笑や瑚位一〈によってのみ罰せられるのが普通であったのである。またエスキ毛
l人においても同様であるという。そ





いとする体面意識や面子意識 基づくものに外ならないのである。叉更には、キンボール・ヤングが、ある箇所で、近代の日本とナチ・ドイツとアメリカの社会組織 、主要な特質を比較し そ ぞれの社会組織や文化 おけるバ
lソ
ナリティーや一般的な基礎的習慣 形成にみられる特徴を七項目にわけ 説明している であ が、その際日本における制裁と道徳的統制や道徳的自我の成長などにおけ 特徴を、
「噌弄が幼少時における刑罰のひとつであり、
後年になると、地位 面白を防衛するため ものとして恥厚感や罪責感が育成 れる。他人の尊敬を失う危険にたいする強い意識をもっている」ことである また「伝統や権威への順応や安定し固定 世界をもつことが非常
4
・
強調され、主要 関心事は地位を保持するこ であり、明弄、明笑 威望 失う と 非常に恐れる」こと 、と語ってい のであ 。ベネディクトも、
「日本人に顕著に認められる噸笑とつまはじきに対する恐怖心」というこ









構造を基礎にし きた、日本の社会においては、社会統制や社会的制裁の手段としての笑が従来、他の社会類型に較ベて、広汎な根強い支配力をもってきたのである。こうした類の笑は、一言うまでもなく、社会から個人へ向う笑であり、あるいは杜会の統制的権威に結びつい 優越感や権力欲の表現としての笑に外ならないのである。それだけに、それは 日本の社会における個人の意識や自由の未発達のために、あるい 世間体や世間様の優越視のために 個人の充分な自覚や判断や責任や勇気などに基づかずして、ただ安易に、あるいは無批判的に社会の統制的権威を基礎にしてなされるということが特 多いのである。こうし 類の笑は、日本の近代化と共に、減少していくべき筈 ものであることは言うまでもないであろう。然しながら、日本の社会においては、こうした笑が 今日にお ても、狭小にして封鎖的伝統的なる村落型の社会構造の残存と共に 依然として顕著に、また広汎にみられるのである。次に、これも程度や範囲の上からみて、日本の社会に顕著にみられる、例の劣等感の隠蔽補償としての、追従的自噸的な笑 ついて述べることにしよう。元来、日本 社会や文化は、先ず国際的にみ 、近代化の過程において立ちおくれた後進性をもってい は言うまでもないところである。
つまり、政治上の市民革命の過程においても、経







内的にみても、封建的な身分社会の遺制が根強く、しかも広汎に残存していて、特に上位や優位にある身分や地位権威や威光が依然として強い支酎カをもち、下位や劣位にあ 身分や地位の者はそう 権威 威光 随順す とい
うことになっているのである。そしてこうした事態は民主化の過程の実質的な未発達によってなかなかに改善されてきていないというのが実相 ろう
oそれだけに、日本の社会においては、国民は政府にたいし、農村は都市にたい
し、女性は男性 たいし、妻は夫にたいし、年少者は年長者にたいしてといった具合に、それぞれの多くの上位や優位におかれ る身分や地位の権威や威光にたいして、不必要な、また無意味な領域においても、随順服従を余儀なくされているのであ 。だから、日本の社会においては、多くの国民大衆が少数の特権的優越的な身分や地位にたいし、女性は男性にたいして、多くの生活領域において、潜在的に、あるいは顕在的に、自己の劣位性を意識せしめられ、漠然とした、あ いは明確な劣等感をいだいてきているのである。このようなわけで 日本人は、国際的 は外国人一般にたい 、また国内的にも多方面 上位者にたいし 従ってそうした二重の領域 おいて劣等感をいだいているわけである。それだけに、そうした の隠蔽補償と の、追従的 自明的な、さら は 虐的な笑が日本人に顕著にみられ のである。実際、日本人が外国人にたいする場合、どれ程そうした劣等感の隠蔽補償としての追従的な笑が多いことであろう。これは特に日本の女性に多いという。外国へ行っ 外人と応接し、談話する場合、日本の女性がそうした談話の途中や後に不必要に数多く笑うのが目立つと わ る。日本の女性が特に初対面の男性 外国人にそうした笑を不必要に笑ってみせたのでは、外国流 何か意味があるように誤解される も無理からぬことと言わねばなるま 。 実際、園内においても、われわれが上位者にたいす 場合に、そうした劣等感の隠蔽補償として 笑をどれ程
多く笑っていることであろう。こ 場合 も そうした笑は、男性よりも に また女性が にたいする時に、
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る。このように、白木の封建社会においては、主従関係、親子関係、夫婦関係、雇用関係などの、凡ゆる社会関係において、身分上の上位者にたいし、忠、孝、服従 献身、犠牲、奉仕、奉公などを一方的に偏重し、強制したのである。そこからして、日本の封建制社会は、やがて、多く 場合に、身分上の下位者が、服従や恭順の表現として、適度の微笑を上位者に いして示すことを要求するようになったのであり、そし 遂にはそうした意味の微笑が日本人の一つ 特有な表情にまでなり切っ のである。例えば、徳川家康は、下位者が、上位者から非難叱責されても、劫ねてはならず、寧ろ反対に実際快適であることを示すべきも であること 始めて要求した人である、といわれる。つまり 劫ねた受動的な服従は無礼 攻撃を意味し、また下位者が上位者 面前で心痛や悲歎の情を一示すことも無礼なのであり 正しい服従は心よ 微笑や物やわらかな気持のよい音声を伴うべきものとされたのである。そして、逆に 下位者が自分の身にふりかかった不幸をその上位者に伝える場合、それにたいし上位者が微笑するとしても、それは下位者 する正当な表情とされ、無礼なことと見倣されなかったのである。だから、この場合 は 上位者に み例の優越感や権力欲 表現としての笑が許されて
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にこしながら私の所へ来て、夫が死んで葬式に行きたいから許してくれと言って来ました。：：：晩になって帰って来て、遺骨の入った瓶を見せま た。：：：そして「これが私の夫ですよ」と一言いました。そしてそう一言った時実際声を上げ 笑いま た。こんな厭な人聞をあなた聞いた事ありますか』、：：：「たと 胸の張り裂ける場合でも、勇敢に微突するのは社会的義務である」、：：：「その突は克己の極端まで進んだ礼儀である」、
と。まことに、それは日本の封





笑が、前に説明したように、ある場合には、優越感や権力欲を表現したり、非難、軽蔑、噸笑、攻撃、反抗などの意味をもつことが多いために、階級秩序や上官にたいする絶対的な服従の厳重な軍隊においては、上官にたいするそうした非難、軽蔑、噸笑、攻撃、反抗などを意味するかもしれないところの笑を厳しく禁ずることになったのである。先に述べた、徳川の封建社会において要求された、主君にたいする臣下の恭順 表明としての、適度の物やわらかな微笑が、全く同じ理由 ために 天皇制絶対主義下の軍隊 お て今度は禁止されるにいたったというに過ぎないのである。そして、それは、近代社会の機械化や組織化や即物化と共に、日本の近代的軍隊における人間関係そのものが機械化し、組織化 即物化すること よって それだけ非情になっ ことによって生じたものと云えるのであろう。こうした日本の封建制社会や軍隊などにみられるような、自己意識や自己主張を抑圧して、絶えず上位者の鼻いきをうかがいながら 上位者への向調や服従や追従を基礎として行動するパーソナリティ類型は、対立的競争型や離反的孤立型などと言われるものにたいして、同調的屈 型と呼ばれうるであろうが しかしこ 場合 同調 屈従 の人間は凡ての人聞にたいしてひとしく屈従的態度をとる ではない。極度の屈従型 その代償として あるいは自己主張や攻撃欲 解放 して、鼻いきをうかがう必要もなく ま 献身や恭順 ささげ 必要もなく、さらには保護や愛情を求める必要も い人間にたいしては、む ろ却って倣慢な支配的専制的な態度をとりやすいのである。
つま
り、そこに、上に卑屈で、下に倣慢な 官僚的な人間類型 作り出されてくるわけで 。日本の旧軍隊の新兵教育に用いられた下士官 古兵などによる新兵殴打も更にこう た脈絡の かで理解されねば らないのである。何れにしても、今までに説明してきたような、日本の封建制社会において培わ てきた、下位者が自己意識や自己
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あるから、特に日本 封建的屈従的な微笑の意味が 人に って不可解 ったり、奇異に感ぜられ も当然のことと云わねばなるまい。日本人はそうした封建的屈従的な笑や更 は、先に説明 ような、劣等感の隠蔽補償としての追従的自噸的 笑や社会統制としての笑などを無自覚 無批判的 余りに 多く笑うために 外国人には日本人は不真面目で、軽薄にみえ、また には外国人の顔は怒っているよう みえるのである。ま 日本の社会で
は、戦後の若い人たちの表情は可成り豊かになったが、しかし一般には、いまでも外国にくらべると、表情に変化がとぼしく、日本に来た外国人が、日本人の顔には表情がなくて、マスクのようにみえ、何を考えてい のか、どう感じているのか解りにくくて、とりつく島がないよう 見える、という。これも矢張り同様に日本の社会にはなお封建遺制が多く、従って特 身分や地位 上での上位者にたいしては自己の意識や感情を抑制し、身分によっ 厳重に規定された行動様式 枠のなかだけで行動し、人情を殺して、義理に従うことが多い結果、真実の内面的な自我や豊かな深い感情の発達が遅れている らに外ならないのである。何れ せよ、日本 社会にみられる多くの封建遺制は、笑の領域においても、日本人に特有の微妙な封建的屈従的な笑を残存せしめているのであって、これが特に西洋人にとって杏具に感ぜられ、不可解とみられている特種な日本 微笑なのである。元来、上代の日本人は極めて単純素朴にして朗かな笑を知っていたのである。それが、やがて封建時代に入るに従って、その特異な支配服従の関係 上下関係、主従関係 どに基づいて、特種な例の日本封建社会式微笑や封建的屈従的な笑を生み出したのであり、それが今日もなお例の劣等感の隠蔽補償として 追従的自噌的な笑などと共 広汎に温存せしめられているのである。 みならず、 ちろん、日本の封建社会 、それと同時に、封建制度の欠陥や矛盾に基づいて、たくさんの涙をも流 せて来たのであ た。だから、そう た日本封建社会式微笑と日本封建 式涙とは実際には決 てそ 程違っ 対極的な感情 なくて、寧ろ同じ樹木に咲いた、ただ色合だけの違う、二つの徒花にすぎな のであるが、それらは今日と雄も、封建遺制と共に 根強く広汎 存続して来ている である。市も日本の多くの小説や芝居や映画などは依然としてそうした程度の追従的屈従的 笑と涙を、
マス・コミュニケイ
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面白な厳しい反省に導くわけのものではなくて、寧ろ現実にたいする浅い諦観や現実からの解放や逃避や更には現実にたいする無関心といった態度を生み出しているのであって、ま そうした態度や雰囲気のもとで受け取られているのである。将来こうした道筋から、例 ブアッシズム 心理的、社会的、政治的などの が発熱することによって、再びフアッシズムなどが窪頭するということにならねば幸運というべきであろう。兎に角、日本の社会の前近代性は、この節で指適したような、日本人に特有な笑の社会的意味や社会心理といった面からも十分明確に読みとることができる、と思う
o今日日本の近代化や民主化にとって必要な一つのことはそうし
た前近代的な封建遺制の克服絶滅ということであろう。従って、この小論での問題だけに限って言えば、そうした前近代的な封建遺制に結びついた低級卑屈な笑を克服すること、すなわち、この節で説明し よ な、狭小にして封鎖的な村落型の社会構造 支配的な、社会の個人にたい 統制や制裁や抑圧としての、ただ社会から個人にのみ向う笑、あるいは劣等感の隠蔽補償としての追従的自噺的な笑、さらには封建的屈従的な微笑などといった類の笑を清算克服し 従ってまた逆に個人から社会 向う方向にある笑、例の真理愛 社会愛に基づくエロス的な笑、人を軽蔑侮辱するのではなしに、鼓舞激励するような広くて高い倫理性に結びついた笑、人生 慈悲解脱のアガペー的な笑、個人と社会との高らかな調和のなかで、生活と労働 歓喜し 相共に親和融合し 人生を肯定讃美しうる うな、邪気のない高潔高適な笑などを創造し、育成していくことが肝要なの 、 言わねば らない あろ 。そして、それは又究極的に われわれが新しく一一層良い社会関係や社会組織や社会体制 発明し、建設することによって始め 十全に可能となるものであろう。
附
謹んで、この小論を、いろいろの点において、私の恩師であり、大先品端であった、元富山大学教授、元新潟大学教授、故阿部政太郎先生の御霊前に捧ぐ。
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